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協議会だより NO.116（2019.2発 行 )      山口県日本型直接支払推進協議会 

平成 30 年度多面的機能支払中国四国シンポジウム IN 星取県 

～地域で輝く星になろう!～ 

平成 31 年 1 月 31 日、平成 30 年度多面的機能支払中国四国シンポジウムが、鳥取県米

子市「米子コンベンションセンター BIG SHIP」において開催されました。 

このシンポジウムは中国四国管内各県持ち回りで開催されており、今年は鳥取県及び鳥

取県農地・水・環境保全協議会の主催で開催され

ました。 

当日は雨模様でしたが、鳥取県内外から約 800

名の方々が参加され、山口県内の活動組織からも

約 80 名が参加されました。 

鳥取県農地・水・環境保全協議会榎本会長から

開会を宣言され、主催者である鳥取県農林水産部

長より鳥取県の農業政策等を紹介され、共催者で

ある中国四国農政局長より、中国四国管内の多面

的機能支払の取組状況について報告されました。 

 続いて、基調講演として熊本市

秋津地域農地・水・環境保全管理

協定事務局の竹中宏豊氏より、

「秋津地域の決断!多面が支えた

地域の絆」と題して講演されまし

た。 

秋津地域は平成 28 年 4 月に発

生した熊本地震の震源地である益城町に隣接し、住宅も含め農業

施設にも多大なる被害が発生した地域で、行政だけでは対応でき

ない混乱した状況のなかで、多面活動組織による取組状況を報告

されました。 

また、活動組織の事例紹介として、今年度本協議会の会長賞を

受賞し、更に本年 1 月に平成 30 年度多面的機能発

揮促進事業中国四国農政局長表彰最優秀賞を受賞さ

れた「田布施町地域広域協定」(山口県田布施町)の

小野代表から事例を発表され、現在進められている

「国営緊急農地再編事業」や広域連携法人「アグリ

南すおう(株)」との連携についての取組を紹介され

ました。 

最後に、来年度は徳島県で開催する旨が報告され

シンポジウムは盛会裡のうちに閉会となりました。 
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